
棚田地域の多様な条件不利圃場における
スマート農業技術を活用した持続可能な
営農技術体系の実証（2020～2021年度）

棚田地域を対象とした

スマート生産技術の開発

星峠の棚田（新潟県十日町市）

2022.11.18 鹿島建設(株) 顧問 横井 績



１．経営栽培管理 ２．耕起・整地

経営栽培管理システム 作業者見守りシステム 圃場高低差把握技術 ICT建機

３．水管理 ４．雑草防除

電動リモコン草刈機水温・水位監視システム 自動給水装置

６．農薬散布５．生育管理 ７．シェアリング

葉色数値化システム ドローンによる農薬散布

電動リモコン草刈機

撮影用ドローン

散布用ドローン

導入したスマート農業技術
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技術実証の実施体制
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スマート農業技術の実証概要

ドローンによる高低差測定
ICT建機による均平作業

• 代かき作業時間
を26％削減

• 低消費電力で長距離の通信
ができるLPWAシステムを
用いて緊急通信手段を確保

作業者の見守りシステム

• 水管理作業時間
を26％削減

水温・水位の遠隔監視、自動給水

ドローンによる農薬散布
（２法人によるシェアリング）

• 従来散布に比べ、
作業時間を6～7
割削減

〇スマート農業技術を
導入しやすいほ場仕様

〇スマート農業技術による
農産物のブランディング

〇防災+スマート農業など
複合利用の可能性

実証を通じた今後の視点

３
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【定住人口増加】
【防災】

地滑り防止

【投資】
圃場条件

通信インフラ
環境改善

【生産性向上】
安全性向上・担い手確保
「持続可能な棚田営農」

【地域格差是正】
食料確保・経済発展

「国土の均衡ある発展」

すみたく
なる

棚田地域
づくり

【スマート技術導入】
見える化

遠隔操作・自動化

棚田地域での好循環イメージ

４
鹿島は、2022年4月27日、「つなぐ棚田遺産」オフィシャルサポーターに認定されました
新潟県の「松代の棚田」、「星峠の棚田」などで保全活動を行う「まつだい棚田バンク」の企業オーナーとなっています

（鹿島建設(株) 技術研究所山田順之作成）
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